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1.3 THzを超えるテラヘルツ領域では、現在ヘテロダイン観測で主に用いられている SISミクサは性能が著し
く低下する。これに代わるミクサとして開発が進められているのが HEBミクサである。本研究室では以前より
HEBミクサの製作を行ってきており、1.5 THzでは受信機雑音温度で 490 Kという世界一の性能を達成してい
る。
　一方でHEBミクサは超伝導体からなるマイクロブリッジの冷却に時間を要するため、IF帯域が狭く制限され
るという問題がある。これを解決するためには、膜の超伝導特性を上げることで超伝導を保ったまま膜厚を薄く
し、熱を基板に素早く逃がすことが必要である。これに有効とされているのが成膜時の基板加熱であり、同じく
有効とされている AlN緩衝層と併用することで、厚さ 8 nmのNbTiN薄膜において 4 Kの超伝導転移温度の上
昇が確認されている。(2011年春期天文学会 V24a)
　今回はこの基板加熱を HEBミクサの製作に用いるため、基板加熱時に通常の有機レジストを用いないように
するなど、これまでのプロセスに変更を行い、NbTiN薄膜の厚さが 3 nmのHEBミクサの製作に成功した。導
波管マウントに装着して性能を測定したところ、0.8 THzで 480 Kの雑音温度が得られた。本発表では今回用い
た製作プロセスの詳細と、製作したミクサの性能について詳細を述べる。


